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公
的
年
金
だ
け
で
老
後
の
生
活
費
を

ま
か
な
う
の
は
難
し
い
、
と
多
く
の
人

が
考
え
て
い
ま
す
。
総
務
省
の
「
家
計

調
査
報
告
（
家
計
収
支
編
）
―
平
成

23
年
平
均
速
報
結
果
の
概
況
―
」（
以

下
「
家
計
調
査
」）
に
よ
る
と
、
夫
が

65
歳
以
上
妻
60
歳
以
上
の
夫
婦
の
み
の

高
齢
夫
婦
無
職
世
帯
（
以
下
「
高
齢
夫

婦
無
職
世
帯
」）
は
年
間
約
52
万
円
の

赤
字
で
、
主
に
金
融
資
産
を
取
り
崩
し

補
填
し
て
い
ま
す
（
左
頁
図
表
１
）。

　

色
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
「
老
後
資
金
は

３
０
０
０
万
円
程
度
必
要
」
な
ど
と
い

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
各
人

が
必
要
と
す
る
老
後
資
金
は
異
な
り

ま
す
。
そ
の
計
算
は
次
の
手
順
で
行

い
ま
す
。

①
リ
タ
イ
ア
後
の
生
き
方
を
考
え
る

　
「
リ
タ
イ
ア
す
る
年
齢
」、「
ど
こ
で
・

誰
と
・
ど
の
よ
う
に
暮
ら
す
か
」、「
趣

味
や
生
き
が
い
」、「
終
の
す
み
か
は
ど

こ
か
」
な
ど
、
リ
タ
イ
ア
後
の
生
き
方

に
よ
っ
て
必
要
な
老
後
資
金
は
変
わ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
60
歳
で
リ
タ
イ
ア
す

る
場
合
は
、
公
的
年
金
が
満
額
支
給
さ

れ
る
65
歳
ま
で
の
生
活
費
、
自
宅
に
住

み
続
け
る
場
合
は
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
、

老
人
施
設
に
入
居
す
る
場
合
は
入
居
費

用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
老
後

資
金
計
画
の
土
台
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

も
の
で
す
か
ら
、
ご
家
族
と
も
じ
っ
く

り
話
し
合
い
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
ま

し
ょ
う
。

②
リ
タ
イ
ア
後
の
支
出
を
把
握
す
る

　

リ
タ
イ
ア
後
の
支
出
は
、
基
本
的
生

活
費
（
食
費
や
水
道
光
熱
費
、交
通
費
、

被
服
費
、
教
養
娯
楽
費
、
交
際
費
な
ど

日
常
に
支
出
す
る
費
用
）
と
一
時
的
支

出
に
分
け
て
考
え
ま
す
。

　

基
本
的
生
活
費
は
、
現
役
時
代
に
比

べ
て
交
際
費
や
衣
服
費
、
交
通
費
、
小

遣
い
な
ど
が
減
少
す
る
一
方
、
教
養
娯

楽
費
や
医
療
費
な
ど
が
増
加
す
る
傾
向

に
あ
り
、
一
般
に
現
役
時
代
の
70
～

80
％
に
縮
小
し
ま
す
。「
家
計
調
査
」

で
も
、
60
歳
以
上
の
２
人
以
上
の
勤
労

者
世
帯
の
消
費
支
出
が
30
万
４
７
３
８

そこが知りたい！

【監修・執筆】
ＣＦＰ／１級ＦＰ技能士／福祉住環境コーディネーター 2級

大沼 恵美子 （おおぬま　えみこ）
外貨預金への興味をきっかけにファイナンシャルプランナーの資格を
取得。「マネーと税金関連情報を専業主婦の目線でわかりやすく発信
する」ことをモットーにYOMIURI ONLINEで読者相談回答者、その
後（株）オールアバウトでマネーガイドを務める。大沼FP・LP設計
室を開業し、家計管理や保険の見なおし、不動産運用を含む資産運
用、相続、介護関連などの個人相談業務や、資格学校講師、公的
機関や銀行、民間労働組合主催のリタイアメントプランニングを中心
としたセミナー講師を行っている。
出版物：「家庭にひそむ『農薬』がわかる本」（5人共著　学陽書房）、
iPodFP3級音声学習講座（5人共著　ダイヤモンド社）
執筆・取材協力：日経新聞、読売新聞、日経マネー社、中経出版、
ダイヤモンド社、集英社、日本金融通信社ニッキン、（財）家の光協
会、佼成出版社、自然食ニュース社など

堅
実
な
老
後
を
過
ご
す
た
め
に

必
要
な
資
金
は

老
後
資
金
の

資
産
運
用

厚
生
労
働
省
の
「
平
成
22
年
簡
易
生
命
表
」
に
よ
る
と
、
65
歳
の
平
均
余
命
は
男
性
19
年
弱
、
女
性
24
年
弱
で
、

こ
れ
ら
の
年
数
が
経
過
し
た
時
点
で
の
生
存
数
※
は
男
性
約
4.5
万
人
、
女
性
約
５
万
人
で
す
。

生
存
数
が
2.5
万
人
に
な
る
の
は
、
男
性
約
89
歳
、
女
性
約
95
歳
。
老
後
は
長
く
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
高
齢
化
の
進
行
や
年
金
制
度
を
と
り
ま
く
課
題
な
ど
か
ら
、
自
助
努
力
で
準
備
す
べ
き
老
後
資
金
の
額
や

そ
の
準
備
の
仕
方
を
考
え
る
と
い
っ
た
「
将
来
へ
の
備
え
」
が
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
安
定
し
た
老
後
を
過
ご
す
た
め
に
、
老
後
資
金
の
基
本
的
な
考
え
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
生
存
数
：
男
女
そ
れ
ぞ
れ
10
万
人
の
出
生
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
で
生
存
す
る
人
数

①
リ
タ
イ
ア
後
の
生
き
方
を
考
え
る

②
リ
タ
イ
ア
後
の
支
出
を
把
握
す
る

③
リ
タ
イ
ア
後
の
収
入
を
把
握
す
る

④
リ
タ
イ
ア
時
に
準
備
す
べ
き
老
後

資
金
を
確
認
す
る
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家
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
リ
フ
ォ
ー
ム
、

車
の
買
換
え
、
子
ど
も
へ
の
援
助
、
医

療
や
介
護
な
ど
の
費
用
は
一
時
的
支
出

に
ま
と
め
ま
す
。
２
０
０
０
万
円
前
後

と
想
定
す
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

図
表
２・３
を
利
用
し
て
ご
自
身
の
場

合
の
支
出
額
を
計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

③
リ
タ
イ
ア
後
の
収
入
を
把
握
す
る

　

リ
タ
イ
ア
後
、
日
常
の
支
出
を
ま
か

な
う
お
も
な
定
期
収
入
は
、
公
的
年
金

や
企
業
年
金
で
す
。
年
金
額
は
「
ね
ん

き
ん
定
期
便
」
や
会
社
の
福
利
厚
生
規

則
な
ど
で
確
認
し
、
夫
婦
で
一
生
涯
に

受
給
す
る
年
金
総
額
を
計
算
し
ま
す
。

　

リ
タ
イ
ア
後
の
も
う
ひ
と
つ
の
収
入

は
退
職
金
で
す
。
例
え
ば
、
日
本
経
済

団
体
連
合
会
の
「
２
０
１
０
年
９
月
度

退
職
金
・
年
金
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果

の
概
況
」
に
よ
る
と
、
60
歳
で
定
年
退
職

し
た
総
合
職
の
標
準
的
な
退
職
金
の
額

は
、
大
学
卒
約
２
４
０
０
万
円
、
高
校
卒

約
２
２
０
０
万
円
で
し
た
。
一
方
、
東
京

都
産
業
労
働
局
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

「
中
小
企
業
の
賃
金
・
退
職
金
事
情 

平
成

22
年
版
」（
従
業
員
10
人
～
３
０
０
人
未

満
の
都
内
の
中
小
企
業
が
対
象
）
で
は
、

大
学
卒
定
年
退
職
者
の
標
準
退
職
金
の

額
は
一
時
金
の
み
の
場
合
１
１
５
４
万
円

（
退
職
一
時
金
と
退

職
年
金
の
併
用
は

１
４
０
９
万
円
）、

高
校
卒
の
場
合
は

１
０
３
９
万
円
（
同

１
３
０
０
万
円
）
で

す
。
こ
の
よ
う
に
退

職
金
の
額
は
、
企
業

規
模
や
業
種
に
よ
っ

て
大
き
く
異
な
る

場
合
が
あ
る
の
で
、

事
前
の
確
認
が
重

要
で
す
。

※老後期間は、リタイア時の平均余命以
上で自分で適切と思える期間としましょう。

※家計支出は「家計調査」高齢夫婦無職世帯の金額を使用。
※妻 1人の期間の家計支出は、夫婦期間の 70 ～ 80％とする。

資料：「家計調査報告（家計収支編）」－平成 23 年平均速報結果の概況ー（総務省）

※マンションの管理費や修繕積立金などは「住居費」で管理する。
※生命・医療・損害・火災保険料などの保険料は「その他」で管理する。

（万円）

（万円）

【例】65歳同い年の夫婦の老後の支出総額の予測

■図表1：高齢夫婦無職世帯の家計収支（月額）

■図表3：一時的支出一覧表

■図表2：リタイア後の支出

リタイア後の収入予測合計額

＝

公的年金や企業・個人年金等の一生涯の受給総額
＋

一時的収入（退職金、満期保険金など）

円
に
対
し
、
高
齢
夫
婦
無
職
世
帯
の
消

費
支
出
は
そ
の
77
％
の
23
万
５
１
９
６

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
カ
月
の
支
出
総
額
は
、
基
本
的
生

活
費
に
社
会
保
険
料
や
所
得
税
、
個
人

住
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
非
消
費

支
出
を
加
え
た
額
で
す
。「
家
計
調
査
」

で
は
、
高
齢
夫
婦
無
職
世
帯
の
支
出
総

額
は
26
万
４
８
６
７
円
（
う
ち
非
消
費

支
出
2
万
９
６
７
１
円
）、
年
間
約

３
１
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

実収入 221,854円

社会保障給付 206,909円

その他 14,945円

非消費支出
29,671円

食費
24.7％

住居
7.2％

保健
医療
6.7％

交通・
通信
9.5％

教養娯楽
11.3％

その他の消費支出
25.6％

（うち交際費 13.5％）

高熱・
水道
8.2％

家具・家事用品 3.9% 被服及び履物 2.9%

不足分
43,012円

可処分所得 192,184円

消費支出 235,196円

支出総額 264,867円

リタイア後に予測される支出総額
 ＝

（基本的生活費 ＋ 非消費支出）
×

12カ月
×

老後期間
＋

一時的支出

●平均余命（夫19年、妻24年）までの場合：9155万円
［家計支出 ］（夫婦期間）318万円×19 年＝ 6042 万円
　　　　　（妻1人期間）318万円×70％×（24年－19年）＝1113万円

［一時的支出］2000 万円

●生存数が25％となる年齢（夫89歳、妻95歳）までの場合：約1億968万円
［家計支出 ］（夫婦期間）　318万円×（89歳－ 65歳）＝ 7632万円
　　　　　　（妻1人期間）318万円×70％×（95歳－89歳）＝1336万円

［一時的支出］2000 万円

項目 現在（現役） リタイア後の支出
（現役時代の70～80％）毎月の支出 年間の支出

食費
住居費
水道・光熱費
家具・家事品
衣服と履物
保健・医療費
通信費
交際費

その他 小遣い他
その他

自動車関連
交際費
小計 （A）
社会保険料
所得税
個人住民税
固定資産税
小計 （B）

年間支出合計 （A）＋（B）

非
消
費
支
出

基
本
的
生
活
費

住宅ローン残金
住宅リフォーム費用
レジャー、余暇費用
葬儀費用
子どもへの支援
医療費用
介護費用
その他
一時的支出の合計 （C）
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①
生
活
資
金

　

損
失
を
出
す
と
そ
の
後
の
生
活
費
を
切

り
詰
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
生
活

に
大
き
な
影
響
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
定

期
預
金
・
定
額
貯
金
の
よ
う
に
一
定
額
ま

で
は
元
本
保
証
さ
れ
て
い
る
（
金
融
機
関

に
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
預
金
保
険
制

度
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
）
も
の
、
あ
る

い
は
個
人
向
け
国
債
の
よ
う
な
安
全
性
の

高
い
金
融
商
品
で
の
運
用
が
適
し
ま
す
。

②
予
備
資
金

　

損
失
に
よ
り
仮
に
資
金
が
不
足
し
て
も

イ
ベ
ン
ト
の
縮
小
や
中
止
で
あ
る
程
度
は

対
応
で
き
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
公
社
債

投
信
や
格
付
け
の
高
い
企
業
の
社
債
の
よ

う
な
多
少
リ
ス
ク
の
あ
る
金
融
商
品
で
の

運
用
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
医
療

費
な
ど
実
際
に
必
要
と
な
っ
た
ら
不
足
が

許
さ
れ
な
い
資
金
も
あ
り
ま
す
。
あ
く
ま

で
元
本
保
証
さ
れ
た
金
融
商
品
を
中
心
に

据
え
つ
つ
、
リ
ス
ク
の
あ
る
金
融
商
品
で

の
運
用
は
、
予
備
資
金
の
１
～
３
割
程
度

に
と
ど
め
て
お
く
の
が
無
難
で
し
ょ
う
。

③
余
裕
資
金

　

仮
に
運
用
に
失
敗
し
た
と
し
て
も
老

後
の
日
々
の
生
活
へ
の
影
響
が
少
な
い
資

金
な
の
で
、
収
益
性
を
狙
っ
て
や
や
大
き

め
の
リ
ス
ク
を
と
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
株
式
や
投
資
信
託
、
外
貨
建
て
金

融
商
品
の
よ
う
な
商
品
で
運
用
す
る
こ
と

④
リ
タ
イ
ア
時
に
準
備
す
べ
き
老
後

資
金
を
確
認
す
る

　

こ
こ
ま
で
く
れ
ば
計
算
は
終
わ
っ
た

の
も
同
じ
で
す
。必
要
な
老
後
資
金
は
、

リ
タ
イ
ア
後
の
支
出
（
前
記
②
）
か
ら

リ
タ
イ
ア
後
の
収
入
（
前
記
③
）
を
引

け
ば
い
い
の
で
す
。
リ
タ
イ
ア
ま
で
に

準
備
す
べ
き
老
後
資
金
は
、
必
要
な
老

後
資
金
か
ら
現
在
保
有
し
て
い
る
金
融

資
産
を
引
い
た
金
額
に
な
り
ま
す
。

　

も
う
少
し
簡
便
な
計
算
方
法
も
ご

紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
次

の
よ
う
な
方
法
で
す
。
か
な
り
大
ま
か

で
す
が
、
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
る
に
は
い

い
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

　

老
後
資
金
の
運
用
は
、

の
３
つ
に
分
け
、「
安
全
性
＝
元
本
の
目

減
り
が
な
い
か
」「
流
動
性
＝
現
金
化
の

し
や
す
さ
」「
収
益
性
＝
受
け
取
る
利
益

の
大
き
さ
」
に
留
意
し
て
目
的
に
合
う
金

融
商
品
で
運
用
し
ま
す
。
以
下
は
、
そ
の

一
例
で
す
が
、
各
人
の
置
か
れ
た
状
況
は

異
な
り
ま
す
か
ら
、
家
族
や
信
頼
で
き

る
知
人
に
相
談
し
た
り
、
金
融
機
関
等

か
ら
金
融
商
品
の
仕
組
み
や
リ
ス
ク
の
説

明
を
十
分
に
受
け
る
な
ど
、
リ
ス
ク
と
リ

タ
ー
ン
の
関
係
を
よ
く
確
認
し
た
う
え
で

運
用
方
法
を
決
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そこが知りたい！

老
後
資
金
の
運
用
方
法
は

①
日
々
の
暮
ら
し
を
ま
か
な
う
「
生
活

資
金
」

②
リ
フ
ォ
ー
ム
や
医
療
費
、
子
ど
も
へ

の
援
助
な
ど
使
途
が
決
ま
っ
て
い
る

「
予
備
資
金
」

③
使
途
フ
リ
ー
の
「
余
裕
資
金
」

必要な老後資金 ＝ ②の支出 − ③の収入 …（D）

今後リタイアまでに準備すべき老後資金 ＝（D）− 現在保有している金融資産

収入

公的
年金等

夫婦期間 （想定年金額×夫の平均余命）
万円

妻 1人の期間 （想定年金額×夫婦の平均余命の差）
万円

企業年金 　　　　　　　　　万円
退職金 　　　　　　　　　万円
その他 　　　　　　　　　万円
収入合計（A） 　　　　　　万円

支出

生活資金
夫婦期間 （基本的生活費×12ヵ月×夫の平均余命）

万円
妻 1人の期間

（夫婦期間の基本的生活費の 70 ～ 80％）
基本的生活費×12ヵ月×0.7×（夫婦の平均余命の差）

万円

予備資金

住宅ローン等借入金残高 　　　　　　　万円
住宅費用（リフォーム、メンテナンス費用等） 　　　　　　　万円
レジャー、余暇資金 　　　　　　　万円
葬儀費用 　　　　　　　万円
予備費（子供への支援、医療費、介護費用等） 　　　　　　　万円

必要資金合計（B） 　　　　　　　万円
60 歳時点の金融資産（C） 　　　　　　　万円

老後資金の過不足額　（B） −（A）−（C） 　　　　　　　万円
※公的年金の支給額は「ねんきん定期便」で確認する。特に、妻が 65 歳に到達し老齢基礎年金支給開始となるまでの夫の年
金額の変動に注意する。ここでは、老後期間は平均余命とした。

■図表4：老後資金の概算の計算フォームの例

「家計調査」の高齢夫婦無職世
帯のケースでは、「52万円×24
年＋2000万円＝1248万円＋
2000万円＝3248万円」です。

必要な老後資金
＝

年間の赤字の額
×

妻の平均余命
＋

一時的支出
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も
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
投
資
す
る

商
品
や
時
期
は
必
ず
分
散
し
ま
し
ょ
う
。

　

安
全
性
・
流
動
性
・
収
益
性
す
べ
て

に
優
れ
た
金
融
商
品
は
あ
り
ま
せ
ん
。

収
益
性
の
高
い
金
融
商
品
は
リ
ス
ク
も

高
い
こ
と
が
通
常
で
す
。
リ
ス
ク
（
図

表
６
参
照
）、
手
数
料
、
満
期
ま
で
の
期

間
や
解
約
時
の
制
約
な
ど
も
含
め
、
商

品
性
が
よ
く
理
解
で
き
な
い
も
の
に
は

手
を
出
さ
な
い
自
制
心
が
必
要
で
す
。

後
で
、「
知
ら
な
か
っ
た
」「
聞
い
て
い
な

い
」は
通
用
し
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　

一
方
、
無
闇
に
リ
ス
ク
を
避
け
れ
ば

良
い
と
い
う
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

左
記
の
よ
う
に
、
安
定
的
な
資
産
運
用

が
で
き
れ
ば
、
全
く
運
用
し
な
い
場
合

に
比
べ
て
、
資
産
を
取
り
崩
せ
る
期
間

が
長
く
な
り
ま
す
。
ご
自
身
の
状
況
に

照
ら
し
て
「
ど
の
程
度
ま
で
の
リ
ス
ク

を
許
容
で
き
る
の
か
、
ど
の
程
度
の
リ

タ
ー
ン
を
望
む
の
か
」
を
良
く
考
え
て

老後資金の
資産運用

（社）投資信託協会「投資信託 リスクとリターン」を参考に筆者作成

か
ら
運
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
老
後
資
金
の
資
産
運
用
を

す
る
際
に
は
、
金
融
資
産
の
分
散
と
長

期
的
な
視
点
が
重
要
で
す
。

金
融
資
産
の
分
散
（
分
散
投
資
）

　

金
融
商
品
の
種
類
を
分
散
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
一
つ
の
金
融
商
品
の
急
激
な

価
格
変
動
な
ど
の
影
響
を
小
さ
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
日
経
平
均
株
価
は
20
年
前
の

１
９
９
２
年
の
ほ
ぼ
半
値
（
８
５
５
６

円
・
５
月
23
日
）
に
ま
で
下
落
し
、
株

式
追
加
型
投
資
信
託
で
基
準
価
格
が

１
万
円
を
超
え
る
も
の
は
ほ
ん
の
一
握

り
と
い
う
状
況
で
す
。
一
方
、
１
年
物

の
定
期
預
金
は
、
金
利
が
物
価
上
昇
率

を
下
回
っ
た
の
は
、
こ
の
間
４
年
だ
け

で
着
実
に
収
益
を
あ
げ
ま
し
た
。
あ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、「『
今
ま
で
で

最
も
資
産
を
増
や
し
た
方
法
は
定
期
預

金
』
と
い
う
回
答
が
一
番
多
い
」
と
い

う
結
果
も
出
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
株

価
の
下
落
、
円
高
、
あ
る
い
は
不
動
産

価
格
の
低
迷
な
ど
が
重
な
り
ま
し
た
の

で
、
結
果
的
に
は
、
円
預
金
や
日
本
の

国
債
な
ど
で
運
用
す
る
の
が
一
番
良
か
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

価格変動
リスク

社会や経済の状況や企業の業績などにより株価や債券価格などが変動
すること

為替リスク 外貨建て商品（外貨預金・外国株式・海外債券など）を円に換算する
場合に、為替相場の変動によって資産価値が増減すること

流動性
リスク お金が必要なときにすぐに現金化できないこと

信用リスク お金の預け入れ先や債券を発行した国や企業の破綻などにより、投資
した資金の利払いが遅れたり減額されたり戻ってこなかったりすること

カントリー
リスク

海外への投資で、その国の政治・経済の混乱や不安定化、様々な規制などの
影響で、投資した資金が回収不能になったり、金融商品の価格が変動すること

インフレ
リスク 金融資産の利回りが物価上昇率を下回ること

金利リスク 金利が変動することで収益の機会を失うこと

■図表6：代表的なリスク ■図表5：金融商品のリスクとリターンの関係（イメージ）

65歳時に3000万円ある。
毎年120万円を取り崩すと何歳で0円になる？

運用しない ▶ 90歳

年率1％で運用する ▶ 94歳

年率2％で運用する ▶ 100歳

毎年120万円を25年間受け取るために
65歳時に準備すべき金額は？

運用しないで受け取る ▶ 3000万円

年率1％で運用しながら受け取る ▶ 2643万円

年率2％で運用しながら受け取る ▶ 2343万円

大

小
小 大

リ
タ
ー
ン（
受
け
取
る
利
益
の
大
き
さ
）

リスク（値動きの大きさ）

預貯金

債券

投資信託

株式、外貨建て
金融商品

　

し
か
し
、
経
済
は
動
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
円
高
に
な
る
の
か
、
円
安
に
な

る
の
か
、
金
利
や
株
価
は
あ
が
る
の
か
、

下
が
る
の
か･･･

将
来
を
予
想
す
る
こ
と

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
リ
ス
ク
が

低
い
と
さ
れ
る
預
金
で
も
、
万
が
一
、
物

価
が
大
幅
に
上
昇
す
る
と
、
資
産
価
値

が
実
質
的
に
目
減
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
資
産
価
格
の
先
行
き
が

読
み
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
、

市
場
が
ど
ち
ら
に
動
い
て
も
困
ら
な
い

よ
う
に
リ
ス
ク
を
分
散
す
る
視
点
が
必

要
で
す
。
そ
し
て
、
過
去
数
年
間
の
資

産
価
格
の
変
動
が
、
先
行
き
の
数
年
を

予
想
す
る
う
え
で
十
分
な
材
料
と
は
な

ら
な
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

長
期
的
な
視
点
（
長
期
投
資
）

　

同
じ
金
融
商
品
を
購
入
す
る
に
し
て

も
、
ど
れ
だ
け
の
期
間
保
有
す
る
か
に

よ
っ
て
、
リ
ス
ク
と
リ
タ
ー
ン
の
大
き
さ

は
違
っ
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、
株
式
で

の
運
用
の
場
合
、
株
価
は
元
々
値
動
き

が
激
し
い
の
で
、
運
用
期
間
が
短
い
と

リ
タ
ー
ン
の
変
動
幅
が
大
き
く
な
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
長
期
的
に
運
用
す
れ

ば
、
こ
う
し
た
振
れ
は
あ
る
程
度
な
ら

さ
れ
、
結
果
的
に
経
済
の
基
礎
体
力
等

が
反
映
さ
れ
る
か
た
ち
で
、
リ
タ
ー
ン

も
よ
り
安
定
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

長
期
投
資
で
は
、
配
当
や
利
息
を
再

金
融
資
産
の
分
散
と

長
期
的
な
視
点
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そこが知りたい！

投
資
す
る
こ
と
に
よ
る
複
利
効
果
も
働

き
ま
す
。

　

投
資
を
す
る
と
、
目
先
の
収
益
が
気
に

な
り
ま
す
。投
資
の
収
益
は
重
要
で
す
が
、

高
い
リ
タ
ー
ン
を
求
め
よ
う
と
す
れ
ば
、

相
応
す
る
リ
ス
ク
が
伴
い
ま
す
。
手
っ
取

り
早
く
利
益
を
上
げ
よ
う
と
す
る
の
で
は

な
く
、
し
っ
か
り
と
し
た
人
生
設
計
を
練

り
、
長
期
的
な
視
点
で
貯
蓄
や
投
資
な
ど

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
「
や
が
て
は
老
後
資
金
は
取
り
崩
す
も

の
」
と
頭
で
わ
か
っ
て
い
て
も
、
実
際
に

資
産
が
減
っ
て
い
く
と
か
な
り
不
安
を
感

じ
ま
す
。
そ
う
し
た
不
安
を
軽
減
す
る
に

は
、
次
の
よ
う
な
対
応
が
効
果
的
で
す
。

　
①
簡
易
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
表
を
作
る
こ

と
に
よ
り
金
融
資
産
の
増
減
が
長
期
に

わ
た
っ
て
予
測
で
き
ま
す
。
金
融
資
産
を

取
り
崩
す
と
い
う
漠
然
と
し
た
不
安
か

ら
開
放
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
無
理
な
運

用
を
予
防
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。ま
た
、

定
期
的
に
前
年
の
収
支
と
金
融
資
産
残

高
を
実
績
に
書
き
か
え
る
こ
と
で
、
過
剰

な
消
費
や
倹
約
を
あ
ぶ
り
出
し
、
生
活
ス

タ
イ
ル
を
見
直
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

②
の
金
融
商
品
に
は
、
例
え
ば
、「
１
年

程
度
据
え
置
い
た
後
、
元
金
の
50
％
ま

で
を
一
定
期
間
年
金
の
よ
う
に
定
期
的

に
受
け
取
る
定
期
預
金
」
や
、
一
時
払

定
期
年
金
保
険
（
据
置
期
間
０
～
５

年
程
度
、
年
金
受
取
期
間
10
年
程
度
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
う
し

た
商
品
を
取
り
扱
っ
て
い
な
い
金
融
機

関
が
あ
っ
た
り
、
経
費
が
か
か
る
分
リ

タ
ー
ン
が
低
く
な
る
な
ど
の
留
意
点
が

あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

③
は
預
入
期
間
１
年
～
５
年
の
定
期
預

金
・
定
額
貯
金
、
個
人
向
け
国
債
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
る
方
法
で
す
。

　

眉
唾
の
金
融
商
品
に
引
っ
か
か
り
大

切
な
老
後
資
金
を
失
う
高
齢
者
。
そ
の

都
度
マ
ス
コ
ミ
が
大
き
く
取
り
上
げ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
被
害
者
は
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　
「
昔
は
こ
の
位
の
利
回
り
は
あ
っ
た
か

ら･･･

」
と
い
っ
て
高
い
利
回
り
に
気
が
ひ

か
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

高
利
回
り
の
金

融
商
品
に
は
、
そ
れ
相
応
の
リ
ス
ク
も

あ
る
と
考
え
て
お
い
た
方
が
良
い
で
し
ょ

う
。
さ
ら
に
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
お
金

を
殖
や
し
た
い
と
い
う
欲
と
老
後
へ
の
不

安
が
、「
こ
の
資
産
に
投
資
す
れ
ば
す
ぐ

に
儲
か
る
」
と
い
っ
た
、
怪
し
い
勧
誘
に

対
し
て
、
判
断
力
を
狂
わ
せ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
の
資

産
運
用
の
失
敗
は
修
復
不
能
で
あ
る
こ

と
を
肝
に
銘
じ
ま
し
ょ
う
。
大
切
な
の

は
、
儲
け
話
を
安
易
に
信
じ
な
い
こ
と
。

独
り
で
悩
ま
ず
に
、
早
め
に
ご
家
族
や

公
的
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

老後資金の
資産運用

詐
欺
に
引
っ
か
か
る
の
は
な
ぜ
？

～
金
融
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
身
を
守
る
～

不
安
な
く
金
融
資
産
を

取
り
崩
す
に
は

①
簡
易
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
表
を
作
成

し
て
家
計
収
支
と
老
後
資
金
を「
見

え
る
化
」
す
る

②
定
期
的
に
一
定
額
が
満
期
解
約
さ
れ

る
金
融
商
品
を
利
用
す
る

③
毎
年
一
定
額
が
満
期
を
迎
え
る
よ
う

に
金
融
商
品
を
持
つ

※夫・妻の年金額は「平成 20 年度　厚生年金保険・国民年金事業年報」（厚生労働省）を参考に設定した。
※金融資産残高は、「家計調査報告　貯蓄・負債編―平成 22 年」を参考に設定した。
※夫の企業年金（年額 50 万円）は 70 歳まで支給とした。

■図表7：簡易キャッシュフロー表の例
2011
年

2012
年

2013
年

2014
年

2015
年

2016
年

2017
年

2018
年

2019
年

2020
年

2021
年

2022
年

2023
年 …

世帯主の年齢 66歳 67歳 68歳 69歳 70歳 71歳 72歳 73歳 74歳 75歳 76歳 77歳 78歳 …

配偶者の年齢 62歳 63歳 64歳 65歳 66歳 67歳 68歳 69歳 70歳 71歳 72歳 73歳 74歳 …

ライフイベント

長女
結婚

（100万円
援助）

リフォーム
300万円

長男
結婚

（100万円
援助）

養老
保険
満期

100万円

喜寿
旅行

100万円
…

収
入

夫　年金 310 310 310 270 270 220 220 220 220 220 220 220 220 …

妻　年金 65 65 65 65 65 65 65 65 65 65 …

一時的な
収入 100 …

収入合計 310 310 310 335 335 285 385 285 285 285 285 285 285 …

支
出

基本的生活費
＋非消費支出 330 330 330 330 330 330 330 330 330 330 330 330 330 …

一時的
支出 100 300 100 100 …

支出合計 330 430 330 630 430 330 330 330 330 330 330 430 330 …

年間収支 ▲ 20 ▲ 120 ▲ 20 ▲ 295 ▲ 95 ▲ 45 55 ▲ 45 ▲ 45 ▲ 45 ▲ 45 ▲ 145 ▲ 45 …

金融資産残高 2,290 2,170 2,150 1,855 1,760 1,715 1,770 1,725 1,680 1,635 1,590 1,445 1,400 …


